
令和７年度 麻生区地域デザイン会議 開催報告

日時：2026年2月7日(土) 10：45〜11：55
会場：新百合トウェンティワンホール

参加者：発表者 区内在住小中学生 4名
地域企業担当者 4名

一般参加者 約50名

プログラム:

10:45〜 開会・取組説明
10:55〜 各チーム発表
11:50〜 閉会・事務連絡

・本会議は、SDGs推進の取組を考え、学ぶイベント「サステナブル
マルシェ」の中で、一般社団法人サステナブルマップによる「新百

合ヶ丘マインクラフト化計画」（令和7年度麻生区市民提案型協働
事業）の成果発表と、麻生区地域デザイン会議を連携して実施しま
した

・区内在住の小中学生で構成されるメンバーが、４つのテーマ（自然
環境、交通インフラ、防災、芸術・コミュニティ）でマインクラフ

ト®上に作成した「新百合ヶ丘」を発表。子どもたちが描いた“未来
の新百合ヶ丘”を地域企業・団体担当者も交えて話し合いました

・会場入口で「サステナブルマルシェ」来場者へ、新百合ヶ丘のまち
づくりに関するテーマでシール投票を実施しました

開催概要
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サステナブルマルシェ チラシ
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マインクラフト® × PLATEAUによる参加
手法の特徴
・国土交通省主導の3D都市モデル「PLATEAU」
を活用し、新百合ヶ丘駅周辺の実データをマイ
ンクラフト®用に変換。現実の地形・建物配置
を前提としたリアルな都市シミュレーションを
可能とした

・マインクラフト®は、「正解のない問いに取り
組める」「試行錯誤を前提とする」「考えを即
座に『形』にできる」という特性を持ち、単な
るゲームではなく、合意形成・創造的対話の
ツールとして機能した

なぜマインクラフト®でまちづくり
を考えたのか
・令和3年〜令和5年度に取り組んだサス
テナブルマップづくりでは掲示した拠
点数は96にもなり、平面（紙）での配
布には限界があった

新百合ヶ丘駅周辺地区のまちづくり方針
の理解のために
・新百合ヶ丘駅周辺地区のまちづくりが具体化
する段階において、子ども・若者世代の声を、
計画前段階から可視化し共有することを目的
として実施

・川崎市が策定した「新百合ヶ丘駅周辺地区ま
ちづくり方針」は、文章量が多く子どもには
理解が難しいという課題があり、これを体験
的・空間的に翻訳する手法としてマインクラ
フト®を採用した

開会・取組説明（一般社団法人サステナブルマップ）
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発表者：防災チーム
緊急地震速報、地下シェルター、

エレベーター、あと高齢者の人を運
べるトロッコを制作しました。緊急
地震速報の音程を合わせるが本当に
難しくて、何回もやり直しましたが、
本物の音にできるだけ近づけようと
思って頑張りました。
シェルターは地盤が固いほうが安

全なんじゃないかって話も出て、み
んなで考えながら決めました。
区役所で集まったときに、大きな

トロッコをみんなで協力して作った
のが一番楽しかったです。その時が
いちばん『やってるな』って感じが
しました。

各チーム発表、意見交換の主な内容 ①防災チーム

防災チームへのコメント（アジア航測株式会社）
防災チームによる地下シェルターや立体的な避難動線の提案は、非

常に現実的かつ示唆に富む内容でした。
新百合ヶ丘周辺は地盤が比較的安定しており、地下空間の活用は技

術的にも十分検討に値します。特に、地上から地下へ迅速にアクセス
できるエレベーターや、高齢者・移動困難者を想定した動線設計は、
実際の防災計画においても重要な視点です。
子どもたちの発想は単なる

想像にとどまらず、「誰がど
う避難するか」という具体的
な利用者像を伴っていて、今
後の防災インフラ検討におい
て、こうした視点を積極的に
取り入れていきたいと感じま
した。
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発表者：芸術・コミュニティチーム
それぞれが自分の理想のものを作る

感じで進行しました。芸術・コミュニ
ティチームでは、温泉、プール、カ
フェ、バーベキューエリア、サッカー
場などをつくりました。
区役所の近くだと子どもはあまり行

かないかなと思ったので、子どもも楽
しめる場所を作りたいと思って、バー
ベキューエリアを制作しました。
こうしたらもっとよくない？とかア

ドバイスし合ったりして、それがすご
く楽しかったです。
温泉やカフェ、サッカー場なども

あり、休みの日に自分も来たいなっ
て思える街をイメージして作りまし
た。

各チーム発表、意見交換の主な内容 ②芸術・コミュニティチーム

芸術・コミュニティチームへのコメント（新百合丘OPA）
芸術・コミュニティチームの提案からは、新百合ヶ丘駅周辺が非常

に多様な過ごし方を受け止める街として描かれていることが伝わって
きました。ゆっくり過ごしたい人、アク
ティブに楽しみたい人、それぞれが自分
のスタイルで滞在できる空間構成は、商
業施設にとっても新しい可能性を示して
います。
特に、バーベキューやカフェ、イベン

ト的な要素が点在することで、来街目的
が一つに限定されない点が魅力的です。
こうした発想は、新たな来街者との出

会いを生み、街全体の回遊性向上にもつ
ながると感じました。
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発表者：自然環境チーム
自然環境チームは、南口エリア一

帯を緑で包み込む構成を考え、動物
園、ツリーカフェ、図書館、温泉
ウォータースライダーなどを制作し、
僕は図書館をみんなで作り直すのに
力を入れました。
年齢関係なく、いろんな人が来ら

れる場所にしたいと考え、建築が難
しい部分も壊して作り直したり、考
えながらやりました。
街全体については緑をいっぱいに

して、街の中に自然がたくさんある
感じにしたいと思い、みんなが自由
に入れて、なんとなく集まれる場
所があったらいいなと思いながら作
りました。

各チーム発表、意見交換の主な内容 ③自然環境チーム

自然環境チームへのコメント
（新百合ヶ丘エリアマネジメントコンソーシアム）

自然環境チームの提案を通じて、新百合ヶ丘が本来持っている「緑
の豊かさ」が改めて強く表現されていた点が印象的でした。都心から
近い立地でありながら、緑に包まれた
空間の中で多様な活動が展開される姿
は、このエリアの将来像を象徴してい
ます。
子どもたちは、50年後・100年後に

自分たちが使う街を自然に想像しなが
ら制作していて、その視点は長期的な
エリアマネジメントの考え方と重なり
ます。
こうした発想を、今後のまちづくり

の議論にしっかりとつなげていきたい
ですね。
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発表者：交通インフラチーム
交通インフラチームは、地下鉄導入

後の駅構造、南北横断動線、バスター
ミナル再配置、ホームドア操作などを
再現しました。鉄道・バス・歩行者を一
体として捉え、街の回遊性を重視しま
した。
地下鉄ホームやバスターミナルなど

を制作し、ホームドアのボタンを押す
とトロッコが来るようにしたりと工夫
しました。
電車とか乗り物を作るのがすごく楽

しかったです。作業中はみんな喋りな
がらずっと作っていて、気づいたらす
ごいものができている感じでした。
トラブルで止まった時も、みんなで笑
いながら直しました。
最後に一緒にバスターミナルを完成

させたときが、一番楽しかったです。

各チーム発表、意見交換の主な内容 ④交通インフラチーム

交通インフラチームへのコメント（小田急電鉄）
交通インフラチームの提案は、非常に細部まで作り込まれており、

驚かされる内容でした。地下鉄ホームやバスターミナル、南北動線の
整理など、実際のまちづく
り検討と重なる視点が多く、
単なる模型的表現にとどまら
ない完成度を感じました。
特に、駅を中心に人の流れ

をどう組み立てるかという視
点は鋭く、実務者にとっても
参考になります。街づくりに
関わる人たちが、このような
シミュレーションを共有しな
がら検討を進めることの有効
性を強く感じました。
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先ほど4人の皆さんに発表していただきました。どうもありがとう
ございました。まず率直に感じたのは、子どもの発想って本当に豊か
で自由で、すごいなということです。大人になると、どうしても制度
や予算、現実的な制約を考えてしまいますが、皆さんの提案は、そう
いった枠にとらわれずに、「こういう街があったらいいな」という思
いをまっすぐ形にしていました。

共通していたのは、緑があって、ゆったり過ごせて、でもアクティ
ブにも過ごせる、いろんな使い方ができる街を思い描いているという
点だったと思います。図書館やカフェのように静かに過ごせる場所も
あれば、バーベキューやスポーツ、防災施設や地下鉄の仕組みまで、
幅広い視点で考えられていました。

特に素晴らしいと感じたのは、自分たちの楽しさだけでなく、高齢
者の方や体の不自由な方など、いろいろな立場の人のことを自然に考
えていたことです。地下シェルターをつくる、エレベーターを二つに
する、移動手段を工夫するなど、具体的な形で配慮が表れていました。
まちづくりは多世代が安心して過ごせることが基本ですから、その視
点を皆さんが持っていることに、大きな可能性を感じました。

現在、新百合ヶ丘駅周辺のまちづくりは、北口を中心に公共施設の
再編など具体的な検討が進んでいます。今日の発表がそのまま計画に
なるわけではありませんが、そこに込められた「こんな街であってほ
しい」という思いは、これからこの街を担っていく世代の大切な声で
す。行政としても、その声をしっかり受け止めながら、区民の皆さん
とともにより良い街づくりを進めていきたいと思います。

本日は本当にありがとうございました。

総評：東哲也 麻生区長

8



令和７年度 麻生区地域デザイン会議 シール投票 集計結果 (1/2)

会場入口で「サステナブルマルシェ」来場者へ、新百合ヶ丘のまちづくりに関するテーマで１人３票まででシール投票を実施しました。
シール投票のテーマ・設問は、令和６年度麻生区区民アンケートの項目から決定し、集計後は区民アンケート結果との比較も行いました。

新百合ヶ丘駅周辺のまちづくりで重点的に取り組んでほしいこと

令和6年度麻生区区民アンケートでは「自動車渋滞の改善」（42.4%）が圧倒的1位。しかし地域デザイン会議では「駅北側の
賑わいづくり」（12票）が1位となり、「緑を活用した居心地のいい空間」（11票）、「駅前の滞留空間」（10票）が続きま
した。特に「芸術・文化施設等を活かしたまちづくり」は区民アンケートでは8.3%（最下位グループ）だったのに対し、地域
デザイン会議の会場では9票と中上位に浮上しました。

区民アンケートについては下記参照してください。
https://www.city.kawasaki.jp/asao/cmsfiles/contents/0000172/172925/gaiyou.pdf
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令和７年度 麻生区地域デザイン会議 シール投票 集計結果 (2/2)

会場入口で「サステナブルマルシェ」来場者へ、新百合ヶ丘のまちづくりに関するテーマで１人３票まででシール投票を実施しました。

新百合ヶ丘駅周辺の公共施設で重点的に取り組んでほしいこと

区民アンケートでは「駐車場待ち等による交通渋滞の解消」（41.6%）が1位でしたが、地域デザイン会議では「施設内に気
軽に交流・休憩ができるスペースの設置」（13票）が1位に逆転。地域デザイン会議では「居場所・交流」を重視する傾向が
出ました。

区民アンケートについては下記参照してください。
https://www.city.kawasaki.jp/asao/cmsfiles/contents/0000172/172925/gaiyou.pdf
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令和７年 麻生区地域デザイン会議 アンケート令和７年度 麻生区地域デザイン会議 アンケート 集計結果 (1/5)

年 齢

職 業

これまで行政が主催する会議に参加したことはありますか

11

(n=13)

(n=12)

(n=13)



令和７年度 麻生区地域デザイン会議 アンケート 集計結果 (2/5)

なぜ本日地域デザイン会議に参加しようと思いましたか

開催日時は参加しやすかったですか
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令和７年度 麻生区地域デザイン会議 アンケート 集計結果 (3/5)

本日の地域デザイン会議に参加してどのような成果が得られましたか

本日の地域デザイン会議に参加してよかった感じる点は何ですか

地域デザイン会議取り上げてほしいテーマをお聞かせください
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令和７年度 麻生区地域デザイン会議 アンケート 集計結果 (4/5)

Minecraft ®成果発表で、心に残った言葉、新たな気付きがありましたら、記入してください。

・子どもたちの意見が取り組めるのは良いと思いました。
個々に作業するのがさみしすぎると思いました。一緒に考えるのが大事なのでは。

・作ったものがすぐになくなってしまう。経過も必要。
・自分たちで作る未来
・合意形成による解を子供たちにゆだねている点は良かった
・自由な発想で開発されていて、子どもが想うまちづくりを知ることができた
・マインクラフト®を通じてこどもたちが楽しそうにまちづくりを考えているのが良かった
・マインクラフト®で形を作っているうちに、具体的なイメージと結びつく。ゲームだけでなく、
こんな風に利用できることが目からうろこ

・みんなで街を作っていく、出来上がりが楽しいというコメント、頼もしく感じました
・自分たちが住みたいまちをつくったという言葉は、新百合ヶ丘の大人としては、少しでも実現したいと思いました
・完成度が高く、発想の豊かさを感じた。製作期間や実際に子ども同士の言い合いになったという話を聞いて、
本気で取り組んでいる様子がわかり感動が深まった

・子どもたちの素敵な発想には大変驚かされました。北側に子どもが集えるスペースや、南口のツリーカフェなど
実現できたらとても楽しいそうな案が多く、大人でも自由な発想を大切にできたら良いと思った

・子どもならではの柔軟な発想に驚かされました。カフェや温泉など、楽しそうなアイデアがたくさんありました。
商業施設の屋上を使う案が多く、実現してほしいと思いました。
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令和７年度 麻生区地域デザイン会議 アンケート 集計結果 (5/5)

「新百合ヶ丘駅周辺のまちづくり」について、御意見がありましたら、記入してください。

・人間関係が温かい、みんなが楽しめる街になってほしいです
・子どもたちが参加できるまちづくりを期待したい
・北側のまちづくりを楽しみにしています
・この会場で開催していることを発信してほしい。麻生区住民が提案されることも必要なのでは
・交通をスムースに。あたらしい市民館及び施設をうまく計画してほしい。こどもたちの発想も取り入れてほしい
・図書館、温泉、ドッグラン。どれも人が集まるものに興味があってよかったです。
・高齢者も多く、坂道も多いため、高齢者の運転が気になる。道路幅の拡大、ミニバス（駅周辺巡回）の検討で、
子どもに安心なまちにしたい

・渋滞を改善して欲しい
・駅の北側にもっと人が集まるような場所ができたらうれしいです。気軽に休憩できるスペースが欲しいです。
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